
令和７年度  横川東小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

心身ともに健康で，よく考えて判断する力と，自主的に行動するたくましい実践力をもち，誠実で思いやりがあり，豊かな心

をもった児童の育成を目指す。 

・素直で思いやりのある子（なかよく）      ・よく学び工夫する子（まなび） 

・健康でたくましい子（あそび）         ・進んでやりぬく子（がんばる） 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

家庭や地域等と協働しながら，教職員一人一人が，豊かな人間性を基盤に自己研鑽に努め，指導力を高めながら計画的かつ効果的に教育

活動を展開する「信頼される学校」，個別最適な学びと協働的な学びのある授業実践により，児童一人一人が生き生きと学び活動する「活気

あふれる学校」，互いを思いやり，助け合い，励まし合いながら，安全で楽しく生活できる「喜びのある学校」づくりを推進し，学校教育

目標の具現化を目指す。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１）「すなおで思いやりのある子」の育成を目指し，道徳科や特別活動における指導支援の充実に努め，友達や異学年児童，

地域の方々等との様々な関わりの中で，児童一人一人のよさを生かし伸ばすとともに，互いに認め合い，助け合い，励まし

合える豊かな人間関係を築くことができる教育活動に取り組む。 

（２）「よく学び工夫する子」の育成に向け，個別最適な学びと協働的な学びのある授業展開や教科担任制の実施等により，学

習意欲の向上及び基礎学力の定着を目指した教育活動の充実を図る。 

（３）「健康でたくましい子」の育成に向け，基本的な生活習慣を身に付けるとともに，主体的に健康な体づくりに取り組む力，

自ら危険を予測して回避できる力を高める教育活動に取り組む。 

（４）「進んでやりぬく子」の育成を目指し，農園活動や校外学習，外部講師による授業による体験的な活動，学級活動や児童

会活動，クラブ活動，学校行事等において児童が主体的に取り組む場を意図的に設けながら，めあてや目標に向かって，粘

り強くやり抜く態度を育成する。 

（５）「地域とともにある学校」として，伝統ある校風を基盤に，地域協議会や企業等との連携を図り，児童の実態や地域の特色等

を踏まえた体験的な活動を効果的に取り入れる。 

（６）教職員一人一人が心身ともに健康で，職責に対する自覚と強い使命感を持って，絶えず研究と修養に努めながら，自身のよさや専門

性を生かした教育に取り組む。また，「働き方改革」の視点に立ち，職場環境並びに業務改善の取組を推進するとともに自身の

キャリアプラン構想を大切にし，常日頃からメリハリのある勤務を心がける。 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

（１）教育基本法をはじめとする関係法令，小学校学習指導要領，県教育委員会の指導指針，宇都宮市学校教育スタンダード，

学校経営の方針等に基づき，学校及び児童の実態を十分に踏まえ，家庭・地域との連携・協働による「社会に開かれた教育課程」

を編成する。 

（２）教育活動全般を通して，特色ある教育活動を展開し，豊かな人間性と基礎・基本を身に付けさせるとともに，個性を生か

したり，知・徳・体のバランスを大切にしたりしながら「生きる力」を育む教育課程を編成する。 

（３）家庭・地域の教育力を活用し,広がりをもった教育活動が実践できるよう教育課程を編成する。 

（４）地域学校園内の各学校と連携を図り，小中一貫教育の趣旨を踏まえた教育課程を編成する。 

 

  

[横川地域学校園教育ビジョン] 

   豊かな心の育成を目指す，横川地域学校園の小中一貫教育 

～自分・人・地域を大切にし，主体的に行動できる子どもの育成を目指して～ 

別紙１ 



５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

（１）学校運営 「安全」「あいさつ」「ありがとう」の３つを基盤に，家庭や地域等と連携協力し，諸課題等の解決に向け組織

的・継続的に取り組み工夫改善を図りながら，本校ならではの特色ある教育活動の充実に努める。 

【重点目標】①確かな学力の育成  ②豊かな心の醸成  ③健康な体づくり ④教職員一人一人のよさを生かせる環境づくり

と，キャリアプランや働き方にかかる意識の高揚                    

（２）学習指導 他者と協働しながら，自ら未来を拓いていく子どもの育成  

○（３）児童生徒指導 思いやりの心を育むとともに，きまりやマナーを身に付け，励まし合いながら生活する児童の育成 

（４）健康（保健安全・食育）・体力 自らの健康面や体力面のよさや課題をよく知り，自分に応じためあての実現のために，

自ら判断し、進んで活動に取り組むことができる児童の育成力 

 

６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を

付ける。 

第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  

評価項目 主な具体的な取組 
方

向

性 
評 価 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 児童は，他者と協力

したり，必要な情報を

集めたりして考えるな

ど，主体的に学習に取

り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート｢児童は，学

習課題を解決するために，

友達と話し合ったり，必要

な情報を集めたりしなが

ら，じっくり考え，進んで学

習に取り組んでいる。」 

⇒児童・教職員の肯定的

回答８５％以上 

○①「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けて以下の点に留意して授業

を行う。 

・個々の考えをつなぐ発表の仕方を指

導するための話型や発表方法の掲示等

を学校全体で統一し，掲示を工夫する。 

・課題解決においては，見通しをもっ

て取り組ませ，児童が自分の伸びや変

化を自覚できるように振り返りをさせ

る。 

・児童が興味関心を持って取り組める

課題を設定し，各教科における見方・

考え方を働かせるように，授業の展開

を工夫したりする。 

②「横東小スタンダード」「話の聞き方」

「話し方」を基本とし，学習時のきま

りの徹底を図るとともに，学年に応じ

た話の聞き方，話し方を系統立てて指

導する。また，考えを比較したり深め

たりできるよう，教師のコーディネー

トを工夫する。 

③日々の授業から以下の点に留意して

授業を行い，授業改善に取り組む。 

・単元や授業における導入の工夫 

・学習の流れと板書計画の一体化 

・ペア学習やグループ学習の効果的な

設定 

・「話合い活動」の目的や方法の明確化 

・振り返りの視点の精選と明確化 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答   92.6% 

 教職員の肯定的回答  97.5% 

 保護者の肯定的回答  87.9% 

・「横東小スタンダード」を基本とし，学習

時のきまりの徹底を図った。また，考えを比

較したり深めたりできるよう，教師のコー

ディネートを工夫した。 

・日々の授業から，単元や授業の導入に留

意して授業を行い，授業改善に取り組んだ。 

【次年度の方針】 

①学びを深めるための振り返りの観点や発

表方法の掲示等を学校全体で統一し，授業

実践に取り組む。 

②ペア学習やグループ学習を効果的に進め

るために，学年に応じた話合いの話型を活

用する。 



１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，誰

に対しても思いやりの心を

もって優しく接している。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８０％以上 

①朝や帰りの会，昼休みの共遊，授業

等において，児童が互いを認め合う場

を設定し，望ましい人間関係を築く力

を養う。 

②クラブ活動や縦割り班での清掃，遊

びなど異学年交流活動を通して，助け

合う心や思いやりの心を育てる。 

③人権教育年間指導計画に基づき，教科

や日常生活全般において，人権教育を意

図的・計画的に実施するともに，人権週

間や教育相談の充実を図る。 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      90.8% 

教職員の肯定的回答    100.0% 

保護者の肯定的回答    95.2% 

地域住民の肯定的回答  76.9% 

・体験活動や道徳科の授業を行ったり，縦

割り班活動で異学年交流を行ったりするこ

とを通して，自己肯定感や人を思いやる心

の涵養が図れた。 

・児童が互いに認め合う場を設定すること

で望ましい人間関係を築くことができた。 

【次年度の方針】 

①体験活動や他の教育活動と関連を図った

道徳科の授業を実施し，認め励ますような

言葉かけをすることで，自己肯定感や人を

思いやる心などの涵養を図る。 

②朝や帰りの会，昼休みの共遊，授業等にお

いて，児童が互いを認め合う場を設定し，望

ましい人間関係を築く力を養う。 

③クラブ活動や縦割り班での清掃，遊びな

ど異学年交流活動を通して，助け合う心や

思いやりの心を育てる。 

④教科や日常生活全般において，人権教育

を意図的・計画的に実施し，オープンスクー

ルなどで地域住民に周知する。 

Ａ３ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

目標に向かってあきらめず

に，粘り強く取り組んでい

る。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５％以上 

①道徳科の授業や行事等の教育活動，

キャリアパスポートの活用を通して，

夢や目標をもつことの大切さを理解さ

せるとともに，折れない心ややり抜く

心のたくましさを涵養する。 

②漢字・計算オリンピックや各種検定

等において，児童が目標をもって取り

組む機会を設けるとともに，目標の達

成に向けて努力している児童を称賛す

る。 

③児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童相互に認め合う場を数多く設

けるとともに，横東っ子きらきら表彰

（年３回）を通し，目標達成に向けて

努力している児童を称賛するととも

に，日常の学校生活の中で担任や教科

担任も児童の頑張りを認め励ます指導

に努める。 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      90.4% 

教職員の肯定的回答    97.5% 

保護者の肯定的回答    84.0% 

・各種検定やキャリアパスポートを通し

て，児童が目標を持って取組を実施できた。 

・児童指導部会を開催することにより，児

童の実態把握やきまりの確認を適宜行うこ

とができた。 

【次年度の方針】 

①道徳科の授業や行事等の教育活動などを

通して，夢や目標をもつことの大切さを理

解させるとともに，諦めずに最後まで粘り

強く取り組む姿勢を育成する。 

②漢字・計算オリンピックや各種検定等に

おいて，児童が目標をもって取り組む機会

を設けるとともに，目標の達成に向けて努

力している児童を称賛する。 

③児童の自己肯定感を高められるよう，児

童相互に認め合う場を数多く設ける。また，

横東っ子きらきら表彰（年３回）を通し，目

標達成に向けて努力している児童を称賛す

る。 



１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活して

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，健

康や安全に気を付けて生活

している。」 

⇒教職員・保護者の肯定的

回答８５％以上 

①感染症等の予防について正しく理解

できるよう保健指導を行ったり家庭に

も協力を求めたりしながら，自他の健

康や安全に気を付けながら新しい生活

様式に基づき，自己管理できるよう声

をかけていく。  

②関連教科や学校給食の指導を通し

て，栄養のバランスのとれた食事や望

ましい食習慣の形成を図る。 

③火災または地震・竜巻等の自然災害

の発生に備えた避難訓練（授業時間と

それ以外の時間），交通安全教室・防犯

教室・作成した「横東小安全マップ」

を活用し，安全への意識付けを図る。 

④体育の授業になわ跳び，サーキット

トレーニング等を継続的に取り入れ

たり，元気っ子チャレンジへの参加を

取り入れたりして運動量を確保し児

童の体力向上を図るとともに，ＩＣＴ

を有効に活用して授業の充実に努め

る。 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答        95.0% 

教職員の肯定的回答      95.0% 

保護者の肯定的回答      87.2 

地域住民の肯定的回答   100.0% 

・感染症に対する予防意識が低下している

様子が見られる。 

・学校としての取組を保護者や地域住民に

認識する機会が少ない。 

・サーキットトレーニングの充実や外遊び

の習慣化が必要。 

【次年度の方針】 

①感染症等の予防について正しく理解でき

るよう保健指導を行ったり家庭にも協力を

求めたりしながら，児童が引き続き，自他の

健康や安全に気を付けながら，自己管理で

きるよう声をかけていく。 

②関連教科や学校給食の指導を通して，栄

養のバランスのとれた食事や望ましい食習

慣の形成を図る。 

③火災または地震・竜巻等の自然災害の発

生に備えた避難訓練（授業時間とそれ以外

の時間），交通安全教室・防犯教室・作成し

た「横東小安全マップ」を活用し，安全への

意識付けを図る。 

④体育の授業になわ跳び，サーキットトレ

ーニング等を継続的に取り入れたり，元気

っ子チャレンジへの参加を取り入れたりし

て運動量を確保し児童の体力向上を図ると

ともに，ＩＣＴを有効に活用して授業の充

実に努める。 

⑤授業参観などで、食育や安全指導の様子

を周知する。 
１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさ

や成長を実感し，協力

して生活をよりよくし

ようとしている。 

【数値指標】 

全体アンケート「私は，自分

の良さや考えを生かした

り，周りと協力し合ったり

して，進んで生活をよりよ

くしようとしている。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８０％以上 

①授業の話合いや発表の場，朝や帰り

の会，昼休みの共遊等において，児童

が自分のよさを感じたり，友達を認め

合ったりする場を設定し，進んでより

よい生活をしようとする力を養う。 

②縦割り班での清掃や遊び，クラブ活

動など，異学年交流活動を通して，助

け合う心や思いやりの心を育てる。 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      89.5% 

教職員の肯定的回答   100.0% 

・様々な場面で自分のよさを感じたり友達

と認め合ったりする場を意図的に設け，思

いやりの心を育むことで協力して生活をよ

りよくしようとする力を育むことができ

た。 

【次年度の方針】 

①授業の話合いや発表の場，朝や帰りの

会，昼休みの共遊等において，児童が自分

のよさを感じたり，友達を認め合ったりす

る場を設定し，進んでよりよい生活をしよ

うとする力を養う。 

②縦割り班での清掃や遊び，クラブ活動な

ど，異学年交流活動を通して，助け合う心

や思いやりの心を育てる。 

③キャリアパスポート等を活用し，学期や

年間を通して自分の頑張りや成長を振り返

る時間を設ける。 



２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛を

醸成する教

育の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーション

している。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，外

国語活動（英語）の授業やＡ

ＬＴとの交流の際に，英語

を使ってコミュニケーショ

ンしている。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５％以上 

①外国語活動や外国語の授業を通じ

て，積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度を育成する。 

②ＡＬＴを活用し，生きた英語にふれ

る機会を充実させる。 

 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      87.5% 

教職員の肯定的回答   90.0% 

・英語専科教員を中心とした外国語活動や

外国語の授業を通じて，積極的にコミュニ

ケーションを図ろうとする態度が育ってき

た。また放送委員による英語でのあいさつ

やＡＬＴによる給食の献立紹介により，英

語に触れる機会が増えた。 

【次年度の方針】 

①外国語活動や外国語の授業を通じて，言

語や文化について理解を深め，積極的に児

童同士でもコミュニケーションを図ろうと

する態度を育成する。 

Ａ７ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，宇

都宮の良さを知っている。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５%以上 

①生活科・社会科・総合的な学習の時

間の「宇都宮学」の授業や，百人一首

に親しむことのできる学習を通して，

児童が身近な地域や宇都宮市の良さに

気付く指導に努める。 

②「宇都宮学」の年間指導計画を基に，

教師自身が宇都宮市の歴史，文化，伝

統産業，特産物等について理解を深め

るよう努める。 

③市の施設巡りや校外学習などの充実

を図り，デジタル教科書を活用し，宇

都宮市のよさについて，実際に見たり

体験したりすることを通して，宇都宮

の良さに気付くことができるよう指導

する。 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      87.8% 

教職員の肯定的回答    92.5% 

保護者の肯定的回答    76.1% 

・生活科・社会科・総合的な学習の時間の

「宇都宮学」の授業を通して，児童が身近

な地域や宇都宮市の良さに気付くことがで

きた。 

・校外学習や出前授業によって，宇都宮市

の良さを体験することができた。 

・給食で市内の食材を使ったメニューを考

案し，食材を通して宇都宮の良さを知るこ

とができた。 

【次年度の方針】 

①生活科・社会科・道徳・総合的な学 

習の時間の「宇都宮学」の授業や，百人一首

に親しむことのできる学習を通して，児童

が身近な地域や宇都宮市の良さに気付く指

導に努める。 

②市の施設巡りや校外学習などの充実を図

り，自分の学んだことを他者と伝え合うこ

とでさらに，宇都宮市の良さに気付くこと

ができるよう指導する。 

２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機

器や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，デ

ジタル機器や図書等を学習

に活用している。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答 

８５％以上 

①学習に役に立つ図書を活用して，学

習の効果を高められるよう各学年のそ

の時期の授業内容との関連に配慮した

教育図書の整備・充実や市立図書館と

の連携等，学校図書館の環境整備に努

める。 

②ＩＣＴの効果的な活用を積極的に考

える。教師自身が使うべき時を見極め

る。（図書資料・ＩＣＴの使い分け） 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答       92.9% 

教職員の肯定的回答    100.0% 

保護者の肯定的回答     83.0% 

・ＩＣＴの効果的な活用について研究をし

てきたことで，各教科でスクールタクトや

グラフィックデザインツールのソフト等を

使って個に応じた指導の充実を図ることが

できた。 

・学習の効果を高められるよう各学年のそ

の時期の授業内容との関連に配慮した教育

図書の整備充実や市立図書館との連携等，

学校図書館の環境整備に努めた。 

・ＩＣＴの効果的な活用を積極的に考え

た。教師自身が使うべき時を見極めた。 

（図書資料・ＩＣＴの使い分け） 

【次年度の方針】 

①引き続き，学習に役立つ図書を活用して，

各学年のその時期の授業内容との関連に配

慮した教育図書の整備充実や市立図書館と

の連携等，学校図書館の環境整備に努める。 

②ＩＣＴの効果的な活用を積極的に考え

る。教師自身が使うべき時を見極める。 

（図書資料・ＩＣＴの使い分け） 



２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な

社会」について，関心を

もっている。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

「持続可能な社会」につい

て，関心をもっている。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８０％以上 

①普段の生活の中でも節水や節電，リ

サイクル活動等を意識させたりし，環

境と調和しながら生きる意識や態度を

育成する。 

②総合的な学習の時間や社会科等の授

業，宇都宮市のＳＤＧｓへの取組の紹

介等を通して「持続可能な社会」の内

容について知り，環境問題への関心を

高めさせる。 

③人権教育年間指導計画に基づき，全

教育活動を通して人権教育を計画的に

実施する。 

④東日本大震災をはじめとした過去の

災害の具体事例から学ぶ教材を工夫

し，防災教育を充実させる。 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      91.1% 

教職員の肯定的回答    77.5% 

・委員会の児童を中心にアルミ缶回収や古

紙回収に取り組み，環境問題に対して意識

が高まった。 

・予告なしの避難訓練を通して，児童一人

一人の防災意識が高まった。 

【次年度の方針】 

①引き続き，授業や特別活動を通して，ＳＤ

Ｇｓについて掲示や発表等をして広めて

いく。 

３－（１） 

インクルーシ

ブ教育システ

ムの充実に向

けた特別支援

教育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支

援を必要とする児童の

実態に応じて，適切な

支援をしている。 

【数値指標】 

全体アンケート「教職員は，

特別な支援を必要とする児

童の実態に応じて，適切な

支援をしている。」 

⇒教職員の肯定的回答８

５％以上 

①特別支援教育コーディネーターや児

童指導主任を中心に校内支援委員会や

ケース会議を適宜開催して支援の方針

を確認したり，職員会議後の情報交換

を実施して全教職員が特別な支援を必

要とする児童に関する共通理解を図っ

たりすることで，一人一人のニーズを

踏まえた支援を組織的に行う。 

②特別支援学級の児童はもとより，通

常学級においても，特別支援教育に関

する研修を深め，必要に応じて個別の

支援計画の作成し，それに基づく合理

的な配慮を伴う指導に努めるととも

に，適切な支援を行えるようかがやき

ルームやスクールカウンセラーの効果

的活用を推進したり，専門機関との連

携を図ったりしていく。 

B 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答   97.5% 

・特別支援コーディネーターを中心に，一

人一人のニーズに合わせて適切に支援を行

うことができた。 

・普通学級においても，個別の支援計画を

生かして個別に適切な支援を行うことがで

きた。 

【次年度の方針】 

①特別支援教育コーディネーターや児童指

導主任を中心に校内支援委員会やケース会

議を適宜開催して支援の方針を確認する。

職員会議後の情報交換や児童指導部会を実

施して，定期的に全教職員が特別な支援を

必要とする児童に関する共通理解を図った

りすることで，一人一人のニーズを踏まえ

た支援を組織的に行う。 

②特別支援学級はもとより，通常学級にお

ける特別支援教育に関する研修を行う。 

必要に応じて個別の支援計画の作成し，適

切な支援を行えるようかがやきルームやス

クールカウンセラーの効果的活用を推進し

たり，専門機関との連携を図ったりしてい

く。 



３－（２） 

いじめ・不登

校対策の充

実 

Ａ11 教職員は，いじめが

許されない行為である

ことを指導している。 

【数値指標】 

全体アンケート｢学校は，

いじめ対策に熱心に取り組

んでいる。」 

⇒教職員・保護者の肯定的

回答９０％以上 

「先生方は，いじめが許さ

れないことを熱心に指導し

てくれる。」 

⇒児童の肯定的回答９０ 

％以上 

①学校生活アンケートやQ-Uを活用し

たり，教育相談を適宜行ったりしてい

くことで児童理解に努めるとともに，

定期的に児童指導委員会を開催するこ

とで組織的にいじめの早期発見・早期

対応に努めていく。 

②「いじめゼロ集会」等の計画や実施

を児童が主体的に取り組めるよう支援

し，活動を通して自分たちでいじめの

ない学校をつくろうという意識をもた

せる。 

③道徳の授業や学級活動の話合いを中

心に，各教科指導において人権に関す

る内容を繰り返し指導する。 B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      95.3% 

教職員の肯定的回答    100.0% 

保護者の肯定的回答    80.8% 

地域住民の肯定的回答  63.6% 

・学校生活アンケートや教育相談を活用

し，児童理解に努め，いじめの早期発見へと

つなげる指導を行った。 

・定期的に児童指導部会を開催し，学年，学

校で情報を共有することで組織的に問題を

検討し，対応することができた。 

【次年度の方針】 

①朝や帰りの会，昼休みの共遊，授業等にお

いて，児童が互いを認め合う場を設定し，望

ましい人間関係を築く力を養う。 

②学校生活アンケートやＱ－Ｕを活用した

り，教育相談を適宜行ったりしていくこと

で児童理解に努めるとともに，定期的に児

童指導部会を開催することで組織的にいじ

めの早期発見・早期対応に努めていく。 

③「いじめゼロ集会」等の計画や実施を児童

が主体的に取り組めるよう支援し，活動を

通して自分たちでいじめのない学校をつく

ろうという意識をもたせる。 

④道徳の授業や学級活動の話合いを中心

に，各教科指導において人権に関する内容

を繰り返し指導する。 

Ａ12 教職員は，不登校を

生まない学級経営を行

っている。 

【数値指標】 

全体アンケート「先生方は，

一人一人を大切にし，児童

がともに認め励まし合うク

ラスをつくってくれてい

る。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５％以上 

①児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童相互に認め合う場を数多く設

けるとともに，横東っ子きらきら表彰

（年３回）を通し，目標達成に向けて

努力している児童を称賛する。また，

担任や教科担任も認め励ます指導に努

める。 

②教育相談，アンケート，Ｑ－Ｕ検査

等の結果を活用し不適応傾向のある

児童の早期発見と対応に努める。ま

た，定期的に児童指導委員会等を開

き，関係職員が不登校の兆候や傾向の

児童に関する情報共有を図り，児童が

安心して相談できる環境を整えたり，

よりよい支援の方法を工夫したりす

るなど学校全体で組織的に対応する。 
B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      96.1% 

教職員の肯定的回答    97.5% 

保護者の肯定的回答    88.1% 

・児童の自己肯定感を高められるよう，各学

級で，児童相互に認めあう場を意図的に設

けた。 

・教育相談や学校生活アンケートを活用し

て，児童の困り感や悩みを早期に把握し，対

応することができた。 

【次年度の方針】 

①児童の自己肯定感を高められるよう，児

童相互に認め合う場を数多く設けるととも

に，横東っ子きらきら表彰（年３回）を通

し，目標達成に向けて努力している児童を

称賛する。また，担任や教科担任も認め励ま

す指導に努める。 

②教育相談，アンケート，Ｑ－Ｕ検査等の結

果を活用し不適応傾向のある児童の早期発

見と対応に努める。また，定期的に児童指導

部会を開き，関係職員が不登校の兆候や傾

向の児童に関する情報共有を図り，対応を

検討することで，児童が安心して相談でき

る環境を整えたり，よりよい支援の方法を

工夫したりするなど学校全体で組織的に対

応する。 

③日頃から，保護者との情報交換を密にす

ることで，保護者との信頼関係を築き，児童

の実態を捉えたり，相談しやすい環境を整

えたりする。 

④学生ボランティア等を活用し，個別支援

ができる体制を整える。 

３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

Ａ13 学校は，一人一人が

大切にされ，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

①「分かった，できた」喜びを味わえ

る話合い活動やまとめ・振り返り活動

を大切にした授業を展開したり，潤い

のある日課や学校行事を工夫したりす

る中で，居心地のよい学級や学校づく

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答       94.7% 

教職員の肯定的回答     100.0% 

保護者の肯定的回答      86.0% 

地域住民の肯定的回答   92.3% 



３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 

全体アンケート「教職員は，

児童の悩みに寄り添い，相

談に乗ったり，問題の解決

に努めたりして，児童が明

るくいきいきと学校生活を

送れるようにしている。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５％以上 

りに努めていく。 

②学校行事や児童集会，授業やクラブ

活動等において，児童の主体的な学び

につながる活動の場を意図的に設定

し，内容を充実させていく。 

③児童会の活性化により，委員会活動

の充実や縦割り班遊びの工夫を図り，

児童の自主性を生かした取組に努め

る。 

・主体的・対話的で深い学びを意識した授

業展開を実践することにより，児童が「で

きた，分かった」という達成感を味わうこ

とにつながった。 

・委員会活動や縦割り班活動において，児

童の主体的な活動を取り入れて行ったこ

とにより，児童の自主性を高めることに

つながった。 

【次年度の方針】 

①「分かった，できた」喜びを味わえる話合

い活動やまとめ・振り返り活動を大切にし

た授業を展開したり，潤いのある日課や学

校行事を工夫したりする中で，居心地のよ

い学級や学校づくりに努めていく。 

②学校行事や児童集会，授業やクラブ活動

等において，児童の主体的な学びにつなが

る活動の場を意図的に設定し，内容を充実

させていく。 

③児童会の活性化により，委員会活動の充

実や縦割り割班遊びの工夫を図り，児童の

自主性を生かした取組に努める。 
４－（１） 

教職員の資

質・能力の向

上 

Ａ14 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細かな

指導を行い，学力向上

を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケート｢先生方の

授業は分かりやすく，一人

一人に丁寧に教えてくれ

る。｣ 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５％以上 

①「分かる授業」や「できた喜びを味

わえる授業」をめざして学年会等の機

会を有効に活用し，教科指導の共通理

解や教材研究に努める。 

②学校課題に即して教材研究や授業研

究に積極的に取り組み，授業力の向上

を図るとともに，一人一人の教員のよ

さと専門性を生かして，教科担任制を

推進していく。 

③学習指導法（少人数指導・習熟度や

T.T学習・かがやきルームの活用等）の

工夫改善を図り，一人一人に応じた指

導に努める。 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      97.3% 

教職員の肯定的回答   100.0% 

保護者の肯定的回答    86.4% 

・研究授業や学年会等において，学年の課

題を把握し，教科指導や教材のポイントを

共有して学力の向上を図ることができた。 

・一人一人の教員の特長と専門性を生か

し，学習指導法の改善を図ることができた。

特に，学校課題の算数の授業を中心に研究

を深め，児童の学力向上を図ることができ

た。 

・ホームページや学年だより，各種たより

を活用し，学校での活動の様子や児童の様

子を情報発信することができた。 

【次年度の方針】 

①「分かる授業」や「できた喜びを味わえる

授業」をめざしてあらゆる機会を活用し，教

科指導の共通理解や教材研究に努める。特

に，めあてやまとめ，ふりかえりなど授業の

流れを学校全体で統一を図り実践する。 

②学年の連携をさらに深めながら，学校課

題に即した教材研究や授業研究に積極的に

取り組み，学校全体の授業力の向上を図る。 

③学校だよりやホームページなどを活用

し，学力向上の取組や児童の成長の様子を

伝えるなど，情報発信にも努める。 

④学習指導法（少人数指導・習熟度やT.T学

習・かがやきルームの活用等）の工夫改善を

図り，一人一人に応じた指導に努める。 



４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全

員がチームとなり，協

力して業務に取り組ん

でいる。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校に関

わる職員全員がチームとな

り，協力して業務に取り組

んでいる。」 

⇒教職員の肯定的回答９

０％以上 

 

①教職員の協働性を高めることに視点

を置き，教科指導や学校行事等におい

て，教職員の得意分野や持ち味が生き

る組織運営に努めるとともに，困難を

感じる業務について気軽に相談し，助

け合える雰囲気を大切にして教育活動

を充実させる。 

合う。 

②教員と専門性を有するスタッフが報

告・連絡・相談を密にして連携し，各

教科年間計画や各種教育年間計画を基

に役割分担を明確にして教育活動や環

境整備に当たれるよう，円滑なコミュ

ニケーションを図る。 

B 

【達席状況】 

教職員の肯定的回答    95.0% 

・昨年より肯定的回答は，やや下がったが，

引き続き高い数値を保っている。 

・学習指導，学校行事の計画・運営等におい

て，ベテランと中堅・若手教員がそれぞれの

役割を明確にし，よさを生かしながら，計画

的に教育活動を実践することができた。指

導部会でも中堅教員がリーダーとなって，

教育活動の見直しをおこなうことができ

た。 

・栄養教諭や養護教諭，ＩＣＴ支援員によ

る授業への参画，司書教諭による読書活動

の推進，学校業務職員による学校環境整備

等，積極的な関わりをもつことができた。 

【次年度の方針】 

①教職員の協働性を高めることに視点を置

き，教科指導や学校行事等において，教職員

の得意分野や経験が生きる組織運営に努め

るとともに，助け合える雰囲気を醸成する。

引き続き指導部会の積極的な運営を行う。 

②学校内における多様なスタッフが，それ

ぞれの専門性を生かして学習指導や児童指

導，学校行事等における支援，環境整備等に

協力し，教育活動を充実させる。 

③教員と専門性を有するスタッフが報告・

連絡・相談を密にして連携し，各教科年間計

画や各種教育年間計画を基に役割分担を明

確にして教育活動や環境整備に当たれるよ

う，円滑なコミュニケーションに努める。 

４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識し

て，業務の効率化に取

り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート「私は，教職

員の勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組んで

いる。」 

⇒教職員の肯定的回答８

５％以上 

①学校の働き方改革の視点に立って教

職員一人一人が，勤務時間を意識し，

ＩＣＴを活用するなど業務の効率的な

実施や計画的な処理に努めていくとと

もに，リフレッシュウイーク（学年ご

とのリフレッシュデー）を設定し意識

して勤務するようにしていく。 

②教職員の負担軽減に向け，学校評価

の結果を反映した学校の組織運営の改

善や，新しい生活様式を反映した各種

行事等の実施方法の改善，ＰＴＡや地

域協議会との連携を図っていく。 

③ＧＩＧＡスクール構想に係る内容に

ついて校内研修を行い，全職員が共有

することによって，効果的に活用でき

るようにする。 

B 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答    92.5% 

・全退勤時間等，勤務時間を意識して業務

の効率化に取り組むことができた。 

・ＩＣＴ支援員の支援を受けたり，学習情

報システムやスクールタクト，さくら連絡

網，ミライム掲示板等を効果的に活用した

りすることでペーパーレス化の推進など，

業務の効率化が図られた。 

【次年度の方針】 

①学校の働き方改革の視点に立って，引き

続き，教職員一人一人が，勤務時間を意識

し，業務の効率的な実施や計画的な処理に

努めていく。特に，時間割編成の見直しな

ど，教育課程編成の工夫を行ったり，学生ボ

ランティアやＩＣＴ支援員を活用したりす

ることで，業務の負担を減らすようにする。 

②教職員の負担軽減に向け，学校評価の結

果を反映した学校の組織運営の改善を図

る。また，各種行事等の実施方法の見直し，

ＰＴＡや地域協議会との連携を推進する。 

③ＩＣＴ機器を効果的に活用し，ＰＴＡに

関わる業務や学校業務を効率的に進める。 

④ＧＩＧＡスクール構想に係る内容につい

て校内研修を行い，全職員が共有すること

によって，効果的に活用できるようにする。 

⑤引き続き，児童の学習支援，教員の業務等

で，ペーパーレス化を推進する。 



５－（１） 

全市的な学

校運営・教育

活動の充実 

Ａ17 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，小

学校と中学校が連携した

「小中一貫教育・地域学校

園」の取組を行っている。」 

⇒保護者・地域の肯定的回

答８０％以上 

①義務教育９年間を見通した協力体制

を基に，乗り入れ授業や６年生の進学

先中学校訪問，教科分科会や児童生徒

指導強化連絡会等を，目的を明確にし

て効果的に実施する。 

②地域学校園で行っている小中交流あ

いさつ運動や６年生への乗入れ授業，

各学校の研究授業等の様子について，

学校だよりやホームページ等に掲載

し，保護者・地域への積極的な発信に

努める。 

③地域学校園事務室や，学校一人配置

職員の分科会を通して，学校園内の相

互支援体制を充実する。 B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      92.5% 

教職員の肯定的回答    92.5% 

保護者の肯定的回答    80.9% 

地域住民の肯定的回答  100.0% 

・小中合同あいさつ運動ＰＴＡ秋まつりの

手伝いなど，中学生の来校行事が増え，児童

との交流が活発になった。 

・乗り入れ授業や中学校との情報交換によ

り，中学校の様子や小学校で身に付けるべ

き学習内容を確認することができた。 

・地域学校園事務室部会や食育部会など，

一人配置職員の交流が活発に行われた。 

【次年度の方針】 

①乗り入れ授業や６年生の進学先中学校訪

問，教科分科会や児童生徒指導強化連絡会

等を，目的を明確にして効果的に実施する。

特に，学習指導上の工夫や年計作成のため

の情報交換などを目的とし，「小中一貫の

日」に小中の教職員で連携できるようにす

る。（ｍｅｅｔ会議も検討） 

②地域学校園で行っている各種活動につい

て，学校だよりやホームページ等に掲載し，

保護者・地域への積極的な発信に努める。 

③地域学校園事務室や，学校一人配置職員

の分科会を通して，学校園内の相互支援体

制を充実する。 
５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，教育活動や学校運

営の充実を図ってい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの｢学校は，

家庭・地域企業等と連携・協

力して，教育活動や学校運

営の充実を図っている｣ 

⇒教職員の肯定的回答８

０％以上 

「私は，地域や企業の方々

と一緒に活動することで学

習が充実し，楽しい」 

⇒児童の肯定的回答８０％

以上 

①「魅力ある学校づくり地域協議会」

の各部の取組を新しい生活様式に照ら

してより具体的に展開するとともに，

特に「防犯・交通安全」や「学校支援」

等について広く情報を発信する。学校

関係者評価を実施することで，地域の

声を反映し，よりよい教育活動を展開

する。 

②｢横東の子を育む会｣を定期的に開催

し地域･家庭との情報交換を行うとと

もに，そこで得た情報を基に安全指導

や児童指導を充実させる。 

③地域や企業等と連携・協力した，学

年に応じた特色のある効果的な教育活

動のあり方を検討し，年間指導計画の

見直しを図る。 
B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      95.0% 

教職員の肯定的回答    97.5% 

保護者の肯定的回答    88.5% 

地域住民の肯定的回答  78.6% 

・地域協議会，たぶりえっぺなどの方々に

校内環境の整備や掲示物の作成など，学校

の諸活動に積極的に関わっていただいたこ

とで，潤いのある学習環境が整ったり，職員

の業務改善につながったりした。 

・各種たよりを活用して，活動の様子を保

護者や地域に知らせ，安全指導や児童指導

に対して協力を得ることができた。 

・ＰＴＡ秋まつりでの催し物が児童の地域

活動での楽しみに繋がっていた。 

・各学年で，地域や多くの企業と協力した

校外学習や出前授業を行い，児童の学習活

動を充実させることができた。 

【次年度の方針】 

①「魅力ある学校づくり地域協議会」の各部

の取組を具体的に展開するとともに，特に

「防犯・交通安全」や「学校支援」等につい

て広く情報を発信する。学校関係者評価を

実施することで，地域の声を反映し，よりよ

い教育活動を展開する。 

②｢横東の子を育む会｣を定期的に開催し地

域･家庭との情報交換を行うとともに，そこ

で得た情報を基に安全指導や児童指導を充

実させる。 

③引き続き，学年に応じた特色のある効果

的な教育活動のあり方を検討し，計画的に

地域や企業等と連携・協力する。 

５－（３） 

地域と連携・

協働した学

校づくりの

推進 



６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は，利用する人

の安全に配慮した環境

づくりに努めている。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，利

用する人の安全に配慮した

環境づくりに努めている。」 

⇒教職員・保護者の肯定的

回答９０%以上 

①毎月安全点検を実施し，危険個所に

ついては迅速な改善や修繕に努める。 

②危機管理マニュアルや避難者初期支

援マニュアル（避難所の開設）を整備

するとともに，避難訓練や引き渡し訓

練等を通して，火事，地震，竜巻，不

審者侵入，感染症感染予防対応等の不

測の事態への備えを万全にする。 

③感染症拡大防止や熱中症対策予防対

策，インフルエンザやその他の感染症

の蔓延予防対策など，時期に応じた保

健指導・管理に努める。 

B 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答    97.5% 

保護者の肯定的回答    87.4% 

地域住民の肯定的回答   78.6% 

・年度当初の計画に従い，安全点検や避難

訓練を年間で複数行い，危険個所について

は迅速に対応することができた。 

・学校設備の老朽化が見られるので，安全

点検の担当者をローテーションするなど複

数の目で確認する必要がある。 

・時期に応じた保健指導や安全指導を実施

できた。 

【次年度の方針】 

①毎月安全点検をローテーションで実施

し，危険個所については迅速な改善や修繕

に努める。 

②危機管理マニュアルや避難者初期支援マ

ニュアル（避難所の開設）を整備するとと

もに，避難訓練や引き渡し訓練等を通して，

火事，地震，竜巻，不審者侵入，感染予防

対応等の不測の事態への備えを万全にす

る。 

③感染症拡大防止や熱中症対策，インフル

エンザやその他の感染症の蔓延予防など，

時期に応じた保健指導・管理に努める。 

６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20  一人一台端末やク

ラウドを活用した授業

を行うなど，校務の自

動化処理を意識してＩ

ＣＴを活用している。 

 

【数値指標】 

全体アンケート「私は，授業

や業務に，デジタルを積極

的に活用している。」 

⇒教職員の肯定的回答８

５%以上 

 

①児童がコンピュータや情報通信ネッ

トワークなどの情報手段に親しんだ

り，プログラミングの授業で操作をし

たりすることを通して，適切に活用す

る能力を育成できるよう，授業におい

て積極的にＩＣＴ機器を活用する。 

②学習に役立つ図書及び図書以外の資

料を活用して，学習の効果を高められ

るよう各学年のその時期の授業内容と

の関連に配慮した教育図書の整備充実

や市立図書館との連携等，学校図書館

の環境整備に努める。 

③ＧＩＧＡスクール構想による一人一

台のタブレット端末を積極的に使用

し，ＩＣＴ機器を学習に活用する機会

を増やしていく。 

B 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答    92.5% 

・ＩＣＴ支援員の協力を得ながら「まなび

ポケット」の運用を充実させ，状況に応じた

学習指導ができるよう準備を行った。 

・一人一台のタブレット端末を積極的に使

用し，ＡＩドリルや学習アプリを学習に活

用する機会を増やした。 

・授業研究でＩＣＴを取り入れた授業を行

うことで，新たな活用の仕方を学ぶ機会を

得た。またそれを全体に共有することがで

きた。 

・外部講師を招いてプログラミング教室を

開催するなど，児童が最新の技術に触れる

機会を設けた。 

【次年度の方針】 

①児童が情報通信ネットワークなどの情報

手段に親しんだり，授業で操作をしたりす

ることを通して，適切に活用する能力を育

成できるよう，積極的にＩＣＴ機器を活用

する。 

②グラフィックデザインツールやオンライ

ン学習プラットフォーム，AI等の活用に向

けた校内研修を充実させ，教員の技能の向

上を図る。 



小・中学校，

地域学校共

通，本校の特

色・課題等 

Ｂ１ 児童は，時と場に応

じたあいさつをしてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート｢児童は，時

と場に応じたあいさつをし

ている。」 

⇒児童・教職員・保護者の肯

定的回答 

８０％以上 

①児童指導の重点指導項目として，学

年経営案・学級経営案の中に位置付け，

教職員が具体的な場を通して強化を図

れるようにする。 

②引き続き，児童会を中心にあいさつ

運動を行い，あいさつの大切さを広め，

校内だけでなく登校時にも進んであい

さつするよう意識を高める。 

③学年だより，学校だより，地域協議

会だより等を通して保護者や地域との

連携を図っていく。また，地域学校園

全体での取組も合わせて推進してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      92.9% 

教職員の肯定的回答    97.5% 

保護者の肯定的回答    88.8% 

地域住民の肯定的回答  78.6% 

・児童会を中心としたあいさつ運動，地域

学校園共催のあいさつ運動を実施すること

で，意識を高めることにつながった。 

・特に学校外での挨拶の意識が低いので，

率先して地域で挨拶をするように継続して

指導していく。 

【次年度の方針】 

①児童指導の重点指導項目として，学年経

営案・学級経営案の中に位置付け，教職員が

具体的な場を通して強化を図れるようにす

る。 

②引き続き，児童会を中心にあいさつ運動

を行い，あいさつの合言葉（明るく・いつで

も・先に・続けよう）を意識させる。 

③あいさつの大切さを感じさせ，校内だけ

でなく登下校時にも進んであいさつするよ

う声掛けをする。 

④学校だより，地域協議会だより等を通し

て保護者や地域との連携を図っていく。ま

た，地域学校園全体での取組も合わせて推

進していく。 

⑤児童が時と場に応じてあいさつができる

よう，児童指導部からの提案や指示を基に

全教職員が同一歩調で真剣に指導に当たる

とともに，教職員も率先垂範する。 

Ｂ２ 児童は，きまりや

マナーを守って，生

活をしている。 
【数値指標】 

全体アンケート「児童は，き

まりやマナーを守って，生

活をしている。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５％以上 

①「横東小スタンダード」を活用し，

授業や生活のきまりを具体的に理解さ

せることにより，基本的な生活習慣を

身に付けさせる。また，引き続き，定

期的に児童指導委員会を開催し，児童

の実態から課題を共有するようにす

る。「横東小スタンダード」が学校生活

に浸透するよう，指導のポイントなど

の細かい部分を工夫改善し職員間で共

有していく。 

②週ごとに生活目標を設定し，月曜日

の朝の放送で放送委員が周知し，帰り

の会等で毎日振り返りをすることで望

ましい生活習慣への意識を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      95.2% 

教職員の肯定的回答    95.0% 

保護者の肯定的回答    93.5% 

地域住民の肯定的回答  76.9% 

・「横東小スタンダード」を基本とし，共通

理解を図りながら指導することができた。 

・児童指導部会を開催することにより，児

童の実態把握やきまりの確認を適宜行うこ

とができた。 

・地域でマナー違反をしてしまう児童が見

られた。 

【次年度の方針】 

①「横東小スタンダード」を活用し，授業や

生活のきまりを具体的に理解させることに

より，基本的な生活習慣を身に付けさせる。 

②引き続き，定期的に児童指導部会を開催

し，児童の実態から課題を共有するように

する。「横東小スタンダード」が学校生活に

浸透するよう，指導のポイントなどの細か

い部分を工夫改善し職員間で共有してい

く。 

③登下校中や放課後の過ごし方について，

学年下校や集団下校時に定期的に指導す

る。 

④週ごとに生活目標を設定し，月曜日の朝

の放送で放送委員が周知し，帰りの会等で

毎日振り返りをすることで望ましい生活習

慣への意識を高める。 



 

Ｂ３ 児童は，授業や集団

活動の開始時刻をきち

んと守れている。 

【数値指標】 

全体アンケート｢児童は，授

業や集団活動の開始時刻を

守っている。｣ 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８０％以上 

 

①ノーチャイムで日課を運営すること

により，児童が時計を見て行動できる

ようにする。清掃開始時刻については，

曲を流して知らせ，守れるようにする。 

②児童の生活実態に応じて，随時，週

の生活目標や学年・クラスの行動目標

に設定するとともに，高学年児童が時

間を守ることを率先垂範できるよう指

導していく。 

 

 

 

 

 
B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      93.8% 

教職員の肯定的回答    95.0% 

保護者の肯定的回答    90.3% 

・ほとんどの児童が時計を見て行動できて

いる。 

【次年度の方針】 

①ノーチャイムで日課を運営することによ

り，児童が時計を見て行動できるようにす

る。清掃開始時刻については，曲を流して知

らせ，守れるようにする。 

②児童の生活実態に応じて，随時，週の生活

目標や学年・クラスの行動目標に設定する

とともに，高学年児童が時間を守ることを

率先垂範できるよう指導していく。 

Ｂ４ 漢字の読み書きや計

算力の定着を図ってい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの｢児童

は，学習した漢字を正しく

読み書きしたり，基本的な

計算を正しく計算したりで

きる。｣ 

⇒教職員・保護者の肯定的

回答８０％以上 

①基礎基本の定着を図るため，朝の学

習や家庭学習において，ドリルや端末

を活用していく。 

②少人数指導や習熟度・ＴＴ学習など

の体制による授業を展開し，学力の向

上を図る。 

③「家庭学習の手引き」を基に低学年

から家庭学習の習慣化の重要性を個人

懇談の場や学年だより等で保護者に伝

えたり，1 人 1 台端末を活用したりし

て，学年の発達段階に応じた家庭学習

を習慣化させる。 

④「漢字・計算オリンピック」の出題

範囲を明確に示し，練習期間を設けた

り個人の達成目標をもたせたりするこ

とで，学習意欲を高め，定着を図る。 

 

 

 

 
B 

 

 

 

 
 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      86.0% 

教職員の肯定的回答   95.0% 

保護者の肯定的回答    85.1% 

・基礎基本の定着を図るため，朝の学習や

家庭学習において，ドリルや端末を活用し，

繰り返し学習を行った。 

・「計算オリンピック」「漢字オリンピック」

の出題範囲を明確に示し，練習期間を設け

たり個人の達成目標をもたせたりすること

で，学習意欲を高め，定着を図ることができ

た。 

【次年度の方針】 

①ＩＣＴ機器だけでなく，「書く」活動を取

り入れ，学力向上を図る。 

②朝の学習の時間や家庭学習において，ド

リルや端末を活用して，繰り返し学習する

ことで，定着を図る。 

Ｂ５ 児童は読書活動を楽

しんでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの｢自分は，

読書をすることが楽しい。｣ 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８５％以上 

 

①読み聞かせボランテイアや図書委員

会の児童による取組，図書館司書の授

業参画，図書館の環境整備，読書セン

ターとしての機能の充実を図る。 

②朝の読書や図書館の利用指導の充

実，読書貯金通帳の効果的な利用，図

書室の本を利用した学級文庫作りの工

夫，図書委員会の活性化を図る。 

③読書の時間や読み聞かせの時間，図

書だよりの発行などを通して児童の読

書意欲を喚起する。 

④図書だよりや学年だより等を通して

読書の必要性やお薦めの本などについ

て知らせ，特に家庭での読書（家読）

の啓発に努める。 

 

        
B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      87.7% 

教職員の肯定的回答   100.0% 

保護者の肯定的回答    68.1% 

・読み聞かせや朝の読書，図書室の本を利

用した学級文庫作りの工夫，図書委員会の

活動により，児童は読書を楽しむことがで

きた。デジタル図書導入により，読書に親し

む児童が増えた。 

【次年度の方針】 

①朝の読書や図書館の利用指導の充実，読

書貯金通帳の効果的な利用，図書室の本を

利用した学級文庫作りの工夫，図書委員会

の活性化を図る。 

②読書の時間や読み聞かせの時間，図書だ

よりの発行などを通して児童の読書意欲を

喚起する。 

③図書だよりや家庭学習を通して読書の必

要性やお薦めの本などについて知らせ，特

に家庭での読書（家読）の継続的な啓発に努

める。 



Ｂ６ 児童は，正しい言葉

づかいをしている。 

【数値指標】 

全体アンケート｢児童は，時

と場に応じた言葉づかいをして

いる。｣ 

⇒児童・教職員の肯定的回

答８０％以上 

｢自分の子どもは，大人に

対して適切な言葉づかいを

している｡｣ 

⇒保護者の肯定的回答８

０％以上 

①児童指導の重点指導項目として，学

年経営案・学級経営案の中に位置付け，

教職員が各教科や生活の中で，時と場

に応じた言葉づかいを適宜指導し，強

化を図れるようにする。 

②学年だより，学校だより，地域協議

会だより等を通して保護者や地域の方

にも正しい言葉づかいについての指導

の協力を求める。 

③校内に正しい言葉遣いを啓発する環

境整備を行い，意欲喚起を図る。 

     

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答      90.5% 

教職員の肯定的回答    95.0% 

保護者の肯定的回答    82.1% 

・授業中や休み時間など，その都度指導し

てきているので，時と場に応じた言葉遣い

ができている児童が多い。 

・学年の発達段階に応じて，適切な言葉遣

いができるように継続して指導していく。 

【次年度の方針】 

①児童指導の重点指導項目として，学年経

営案・学級経営案の中に位置付け，教職員が

各教科や生活の中で，時と場に応じた言葉

づかいを適宜指導し，強化を図れるように

する。 

②学校だより，地域協議会だより等を通し

て保護者や地域の方にも正しい言葉づかい

についての指導の協力を求めるとともに，

大人が率先垂範するよう呼びかける。 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付

ける。 

アンケートの結果は昨年度ほぼ同程度であった。市全体の平均ともほぼ同じである。 

自由記述欄には，学校や児童の様子について様々なご意見をいただけた。肯定的な意見や改善すべき提案などがあった。授業

参観やHP，各種便り等で学校の様子を見ていただけた結果と考える。今後改善すべき点については検討をしていきたい。 

【学校運営】 

A16「勤務時間を意識して，業務の効率化に取り組んでいる。」に関して，数値が上がった。さくら連絡網の活用やペーパーレ

ス，ＩＣＴの活用等により，勤務時間を意識した業務の効率化が図れた。 

A18「学校は，家庭・地域・企業等と連携・協力して，教育活動や学校運営の充実を図っている。」に関して，様々な教科で

校外学習に出掛けたり，家庭や地域をはじめ，企業等の連携・協力を得たりして，体験的な教育活動の充実を図ることがで

きた。保護者や地域への活動の様子を発信する機会を設ける。 

【学習指導】 

〇A１「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて，学びを深めるための振り返りの観点を学校全体で統一したり，学年に

応じた話合いの話型や発表方法の掲示等を活用したりする。 

A９「持続可能な社会について関心をもっている。」について児童・教職員とも数値が上がったが教職員の目標指標は下回っ

た。環境委員会の取組など児童に分かりやすく身近な取組等を伝えるとともに，さらに教職員の意識も高めていく。 

B５ 「児童は読書活動を楽しんでいる」に関して，教職員は高いが，児童や保護者の数値は低い。学校での図書室の利用

や，図書を活用した授業，読み聞かせなど様々な取組をさらに行っていく。 

【児童指導】 

A13「学校は，一人一人が大切にされ，活気があり明るくいきいきとして雰囲気がある。」に関しては，やや数値が下がっ

た。主体的・対話的で深い学び意識した授業展開を工夫し実践することで達成感をさらに味わわせることができるようにす

る。 

B１ 校内において児童会の取組を工夫したこともあり，挨拶がよくできている児童が増えている。挨拶の大切さを感じさせ

ることを通して，校外や地域の方にも元気に挨拶ができるよう継続的に指導していく。 

B３ ノーチャイムでも時間を意識して生活することができている児童が多い。保護者の数値も高くなった。下校時刻につい

てはさらに意識していきたい。 

【保健安全】 

A４「児童は，健康や安全に気を付けて生活している。」については，保護者の指標が下回った。児童の感染症への予防意識

が低下しているように見られる。体育でのサーキットトレーニングの充実や外遊びの習慣化を図っていきたい。 

A19「学校は，利用する人の安全に配慮した環境づくりに努めている」の関しては，保護者・地域の方の肯定的回答が指標を

下回った。様々な避難訓練を実施したり，安全点検をローテーションで行ったりして安全への意識を高めることができた 

 

７ 学校関係者評価 

・あいさつがよくできるようになっていきている。高学年ができると低学年がよくできると思われる。 

・避難経路を意識した安全点検や環境整備が必要。盗撮等の防止等，防犯意識を高めることが必要。 



 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付

ける。 

・全般的に評価が高く，教職員が熱心に学習指導や児童指導，保健安全指導に取り組んでいることを評価していただいたと

考える。今後も，児童が安心・安全に学校に通いながら生き生きと学習や活動に取り組むことができる学校づくりに励むと

ともに，学校の児童の様子や家庭・地域との連携についての取組について積極的に発信し，信頼される学校づくりに努めて

いきたい。 

【学校運営】 

○家庭・地域・企業等との連携協力については，これまで積み重ねてきた信頼関係のもと，地域協議会を中心とする各種ボ

ランティアの方々の協力をいただいたり，外部講師の方に出前授業を行ったりしていただきながら，積極的に取り組んで

いきたい。活動の様子を発信していく。 

【学習指導】 

○分かる授業やきめ細やかな学習指導については，「宇都宮モデル」を意識した授業づくりや主体的な学びにつながるＩＣＴ

の効果的な活用，教員の専門性を生かした教科担任制などを実施していく。 

・持続可能な社会についての学習では，節水の呼び掛けやアルミ缶回収など，児童を主体とした活動を通して意識の向上を

図るとともに，防災に関する学習や人権にかかわる諸問題の解決などが持続可能な社会に結びついていることを認識でき

るような指導の工夫を行うようにする。 

・朝の学習の時間のさらなる充実を図り，基礎基本の定着をしていくとともに，家庭学習の習慣化が図れるように，「家庭学

習の手引き」の配付や学級懇談会や各種便り等を活用しながら家庭と連携していきたい。 

・読書活動のさらなる充実を図ると共に，活動の様子を積極的に家庭や地域に伝えていく。 

【児童指導】 

・「横東スタンダード」による望ましい生活習慣の形成や「横東小キラリ賞」等を活用した自己肯定感の醸成により，豊かな

心を育む教育活動を推進していく。 

○友達や異学年児童との様々な関わりを通して，互いに認め合い，助け合い，励まし合える豊かな人間関係を築くことがで

きるような教育活動を推進していく。 

・いじめ対策への取組については，道徳の授業や学級活動の話合いを中心に，各教科指導において人権に関する内容を繰り

返し指導する。「いじめゼロ集会」「いじめゼロ標語」などを保護者や地域の方が来校した際に見ていただけるようにした

り，学校の取組を学校のホームページや各種たよりで家庭や地域にも知らせたりして，理解と協力を得ながら進めていき

たい。 

【保健安全】 

○「横東サーキット」の活用や外遊びの推奨などにより，主体的に健康な体づくりに取り組む力の醸成を図っていく。 

・交通安全教室や避難訓練の実施，集団下校の際の指導の場を生かして，自ら危険を予測して回避できる力を高める教育活

動を推進していく。ローテーションでの安全点検を実施し，校内の安全に努める。 

・発育測定や歯の健康教室，養護教諭による授業参画などにより，自分自身の健康や成長への関心を高める取組を推進し，

意識向上を図っていく。 

 

 


